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            アルファ・ラバルMBUX工業用遠心分離機は、製薬用途における酵母およびその他の微生物の採取に非常に適しています。様々なサイズで利用可能で、濃縮された固体を回収するために必要なエネルギーは、比較的少ない量ですみます。スラリーは擬塑性であり、閉システムにおける遠心力に抗してボウル内を容易に流れます。また、閉の構成により衛生状態が向上します。
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                             微生物の衛生的な加圧回収用の医薬品製造装置 



	自動調整式ボルテックスノズルにより、供給流速や濃度の変動にかかわらず、排出される固相を高い均一の濃度を実現
	発泡なし - 軽い相と重い相の両方が圧力下で排出されるため、設置が簡単になり（ポンプシステムが不要）、衛生状態が向上します。
	充填された固形物の蓄積がない - ボウル内のポケットが固形物を濃縮チューブに導き、分離とCIPを容易かつ効果的に実施
	費用対効果の高い操作 - 加圧下で閉システム内の固体を回収するのに必要なエネルギーが少ない
	効率的 - ボウルは生産および/または洗浄サイクル中に断続的に開くことができ、機械がフルスピードで運転している間に固形物を排出




                    

                


                    
                        
                            接液部はすべて高品質のステンレス鋼（スーパー二相ステンレス鋼のボウル本体を含む）で、ゴムシールは食品認可のEPDMまたはニトリルゴムです。セパレーターには速度センサーと振動センサー、そして振動ダンパー付きの固定脚が装備されています。分離機は、工場で事前に取り付けられているフランジ取り付けモーターによって駆動されるので、現場での調整は必要ありません。

                        

                    


            

        

    

    

        
            

        

    


    
    
    
        
                
                    
                        MBUXセパレーターはさまざまなサイズがあり、幅広い加工要求に対応します。

アルファ・ラバルのボルテックスノズルは、供給流速や供給の固形物濃度の変動を自動的に補正して、排出する固形物相の濃度を一定に保ちます。自己調整機能は、ボルテックスチャンバーに入る液体の粘度と、圧力低下に対する回転速度の影響との関係に基づいています。

濃縮液は、周辺部で接線方向にボルテックスノズルのチャンバーに入り、ボルテックスチャンバー内で過流を形成し、ノズルの中央の穴を通って排出されます。液体の入口圧力と出口圧力は通常の圧力降下と同じです。原則として、これらの圧力降下は濃縮液の粘度の影響を受けません。ボルテックスチャンバー内での濃縮液の過流によって生じる圧力降下は、回転速度が速い場合は大きく、逆に小さい場合は小さくなります。

特許取得済みのアルファ・ラバルの自動調整式ボルテックスノズルを使用すると、排出される固体相の濃度を、供給流量または供給濃度の変動に関係なく、高いレベルで均一に保つことができます。したがって、目詰まりの危険性を増大させることなく、遠心分離機を目詰まり点の近くで操作することができます。

軽い相と重い相の両方が圧力下で排出されるため、泡の発生を防げ、ポンプシステムが存在しないため設置が容易で、衛生状態が向上します。ボウルの中の固形物ポケットは固形物を濃縮物チューブに導き、しっかりと圧縮された固形物の蓄積を防ぎ、そして分離と定置洗浄（CIP）をより簡単でより効果的に行います。

フルスピードでの自動CIP

ボウルは、機械がフルスピードで運転している間に生産中および／または固形物の排出のための洗浄サイクル中に断続的に開くことができます。フレームフードにはボウルの外側を洗浄するためのスプレーノズルが付いています。

標準設計

接液部はすべて高品質のステンレス鋼（スーパー二相ステンレス鋼のボウル本体を含む）で、ゴムシールは食品認可のEPDMまたはニトリルゴムです。分離機には速度センサーと振動センサーが装備されています。固定脚には振動ダンパーが装備されています。MBUX分離機は、フランジ取り付けモーターで駆動されます。分離機は、工場で事前に取り付けられているモーターによって駆動されるので、現場での調整は必要ありません。

                    

                

            


        利点

            
            	最適な濃縮液の乾燥度と目詰まりリスクを最小限に抑えるための自動調整式ボルテックスノズル
	衛生設計


        

    



        

    
    
        
            
                
                    
                        動作原理

                    

                

                
                    
分離は、濃縮チューブとボルテックスノズルを備えたディスクタイプのボウルで行われます。重い固相は遠心力によってボウルの周囲の固体物ポケットに入り、そしてそこから濃縮チューブおよび内部の渦流ノズルを通ってペアリングチューブチャンバーに入り、そこでペアリングチューブによってスキミング除去され、圧力下で分離機から排出されます。清澄化された液相は、ディスクスタックを通して中心に向かって移動します。この相は、内蔵ペアリングディスクによって圧力下で排出されます。ボウル底部の下のバルブスライドは放出バルブを瞬間的に開き、固形物の排出を可能にします。

自動調整式ボルテックスノズル

ボルテックスノズルは、供給流速や供給の固形物濃度の変動を自動的に補正して、排出する固形物相の濃度を一定に保ちます。

自己調整機能は、ボルテックスチャンバーに入る液体の粘度と、圧力低下に対する回転速度の影響との関係に基づいています。
濃縮液は、周辺部で接線方向にボルテックスノズルのチャンバーに入り、ボルテックスチャンバー内で過流を形成し、ノズルの中央の穴を通って排出されます。液体の入口圧力と出口圧力は通常の圧力降下と同じです。原則として、これらの圧力降下は濃縮液の粘度の影響を受けません。ボルテックスチャンバー内での濃縮液の過流によって生じる圧力降下は、回転速度が速い場合は大きく、逆に小さい場合は小さくなります。

 









                

            

        
    






    

    


    
    

	[image: ]








    
    

    






